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今回は、高度先端医療装置で質の高い検査・診断を

行っている 大分先端画像診断センター センター長

友成 健一朗 様にお話を伺いました。

■事業を始めたきっかけ、経緯は？ 

ひとことで言うと、放射線科医が外来を診る画像診

断専門病院を始めたかった、ということになります。

その説明をするには、私の職業である「放射線科医」

の自己紹介から始めるべきかもしれません。病院で直

接会う機会が極端に少ない医師だと思います。仕事以

外でお会いする方には「何科の先生ですか？」と聞か

れますが、「放射線科です」とお答えするとだいたい

反応は微妙です。「検査をする人ですか？」と聞き返

されることもあります。

病院で CT や MRI などの画像検査を受ける場合、

専門的知識を駆使して撮影を担当するのが、国家試験

に合格した医療技術者である診療放射線技師です。放

射線科医のほとんどは、診療放射線技師のようにうま

く撮影をすることはできません。そしてその検査結果

は主治医から聞くことになりますが、主治医はわれわ

れ放射線科医の作成した診断報告書を読んでから説

明をしていることがほとんどです。「検査結果は 1 週

間後に出ます」と言われるような場合は、その間に陰

で放射線科医が診断をしています。

医師国家試験に合格した後、放射線被曝についてや

画像診断に必要な画像解剖などについて専門のトレ

ーニングを受け、日本医学放射線学会の画像診断専門

医試験に合格した医師が、放射線科医の中でも「画像

診

断専門医」となります。画像診断専門医は、医療の質

を陰から支えていると自負しています。多くの場合、

診療放射線技師、放射線科医（画像診断専門医）、主

治医に看護師を加えたこのチームの作業はうまく機

能しているのですが、主治医は画像診断専門医のよう

にすべての画像検査に精通している訳ではありませ

ん。主治医の専門が消化器内科だとすると、同じ画像

検査に写っているにもかかわらず、肺、膵臓、腎臓、

子宮や卵巣、前立腺、骨、筋肉など消化器以外のこと

はわからない、ということはあり得ます。例えば「お

腹が痛い」という症状の原因は、消化器以外にあるの

かもしれません。画像検査の計画は通常主治医が立て

ますが、放射線科医の立場からは、「この場合は CT
よりも MRI の方がいいのに」「超音波検査が有効なの

に」「画像検査の計画を立てる段階から放射線科医が

かかわりたい」などと思うことがあります。

「主治医の検査の説明が短くてわからなかった」と

いう話もよく聞きます。しかし、多くの受診者がお待

ちの中、限られた外来診療時間の中で、専門外の画像

診断や専門外の病気の説明まで主治医がひとりで行

うには元々無理があります。放射線科医が画像診断専

門外来を行えば、主治医との役割分担で、画像診断部

門については放射線科医が担当する、ということがで

きます。時間をかけたくてもかけれないという主治医

の代弁をしたいという想いもあります。当院の PET
のように物理的に 1 日 10 名程度しか行えないという

制約も逆手にとれば、説明にしっかりと時間をとり、

主治医と患者の間に入って画像による「通訳」ができ

ます。

また、高額である高度先端画像診断装置を各医療機

関で導入しようとすると、経営が難しくなります。不

要な検査であっても、経営的判断で行ってしまうこと

もあるかもしれません。これを各医療機関と連携し共

同利用できれば、患者にも大きなメリットがあります。

実際、数年前まで PET 装置は大分県内で一台、当院

にしかありませんでした。しかし医療機関との連携が

うまく機能していなかったこともあって、高額装置を

抱えて経営が破綻しました。大分県内で唯一の PET
装置を無くしてはいけない、というのが私が当院の運

営に携わるきっかけとなり、「放射線科医が外来を診

る画像診断専門病院を作りたい」という、私や仲間の

放射線科医の想いも繋がって、「大分先端画像診断セ

ンター」が新たにスタートすることになったわけです。

当時大分県内唯一であった 3.0 テスラ MRI や、大腸

CT（コンピュータによる仮想内視鏡）も導入し、総

合的画像診断を行っています。

プロ経営者通信 
http://www.ideasoken.jp
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■今後の展開は？

PET とはブドウ糖によるおとり捜査でがんを見つ

ける検査です。がんはたくさんブドウ糖を食べること

がわかっているので、発信器がわりに放射能を持たせ

たブドウ糖を静脈注射すると、がんの部分に集まり、

そこから発せられる放射線がその位置を教えてくれ

ます。院内でこのにせのブドウ糖（検査薬）をつくる

のにコストがかかるので PET は高額なのですが、が

ん診療にはとても有効な検査です。但し装置の特性上、

あまり「視力」が良くなく、小さながん、例えば 2 ミ

リの乳癌などは見えません。でも近づいて見ればよく

見える、というわけで、最近は乳房専用の PET 装置

もあります。このような最新機器の導入を計画してい

きます。PET によるがん検診は現在も行っていますが、

その精度を上げていきたいと思っています。PET をが

ん検診に使うのは賛否両論があります。他の検診の発

見率が０．０５％や０．１％であるのに対し PET で

は１％と優秀であることから検診に使われるように

なりましたが、１％の中には見つけなくてもよかった

おとなしい癌もあります。当然見つからないがんもあ

ります。MRI など他の検査も組み合わせ、画像診断専

門医が運営しているからこその精度の高いがん検診

を行っていきます。海外からも当院の診断を受けたい

という方が来られます。装置の共同利用と捉え、経営

を安定させ新たな装置の導入につなげるためにも、今

後も「医療観光」はお受けしていきます。

■経営理念や哲学を教えて下さい。 

必要な検査を必要な方に行って結果が伴えばいい

と思っています。しっかりと「プロ」の仕事をしてお

けば、画像診断の需要はあるので結果は必ずついてき

ます。診断の質を上げるためにも文献で学び、学会で

新しい知識を得るなど、勉強を続けていきます。

スタッフには「患者様」という呼び方を禁止してい

ます。「患っている者」に「様」を付けるのはそもそ

も日本語としておかしいのですが、机上で考えられ口

先でマニュアル的に発せられる「様」に何の意味もな

い、むしろ失礼だと考えます。感情的かもしれません

が、感情と医学的論理のバランスをとった診療を心が

けています。

■人材育成についてどのようにお考えでしょうか？ 

また、そのためにされていることは？ 

とにかく「プロ」意識です。撮影に関しては装置の

自動化も進んでいますが、こだわりを持って撮る画像

は全然違います。医療スタッフ全員での勉強会は月に

１回行っています。学会参加も推奨しています。「大

分先端画像診断センターで撮った画像ならしっかり

撮れているはず」と言われる様に、こだわりをもって

もらいます。当院の受診者の 7 割は「がん」と診断さ

れて来院します。当然不安や緊張が強いはずです。そ

の気持ちを少しでも和らげることができれば、それだ

けでも検査精度は向上します。技術だけではなく、こ

こでも感情を大事にしてもらいたいと思っています。

■最後に繁盛店になる為には？ 

検査の数が少なくて経営が成り立たなければ、いく

ら質の高い検査をしても存続できません。繁盛、とい

うと少しニュアンスが異なりますが、主治医、患者と

の信頼関係を大切にし、大切に診る事、うまく「通訳」

する事、これらをしっかりとしておけば、結果はつい

てくると思っています。
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大分先端画像診断センター

〒874-0023 大分県別府市上人ヶ浜 9 組

受付：平日 8 時半～17 時半 休診日：日曜・祝日

ＴＥＬ：0977-66-4116  ＦＡＸ：0977-66-6441 

＊新規オープンのご案内！！ 

株式会社 ME ｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ様 福岡県行橋市に

「パールプラス 行橋店」ＯＰＥＮ！！ 

住所：〒824-0008 福岡県行橋市宮市町 4-11 
ユウホウビルY12 202号室 

営業時間：10～17 時半（最終受付 17 時）    

月・金曜日 10～19 時半（最終受付 19 時）

※定休日：日曜日・祝日 ＴＥＬ：0930-25-7277

＊新規オープンのご案内！！ 

はあとふる株式会社様 日田市丸山に

ｸﾗﾌﾄｷﾞｬﾗﾘ「ーcreative 琳」ＯＰＥＮ！！ 

住所：〒877-0008 大分県日田市丸山二丁目 1-62

営業時間：10～18 時 ※定休日：毎週水曜日 

ＴＥＬ：0973-28-8681 ＦＡＸ：0973-28-8682 

当事務所では、ボランティア活動に取り組んでおり

ます。大分国際人材育成（協）様、㈱しあわせ食創造

様、㈱鳥繁産業様よりペットボトルキャップをいただ

きました。㈱しあわせ食創造様より使用済み切手をい

ただきました。お預かりした品はそれぞれに寄贈いた

します。今後も使用済み切手・ベルマーク・ペットボ

トルキャップを集めてまいりますので御協力を宜し

くお願いします。 

(会社名は五十音順にて記載させていただいております)  

ボランティア

情報ステーション


